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1 WID/ジェンダ←-Iこ関する概要と政府の取り糾み

1~1 概災

バキスクンの人日増加叩よ3.3%と途.I:屈平均 (2.0%) に比べて刹いにもかかわらず、経済は近年順調に成

長しており、 1人当たりの所1りは1980年から 1991年の間に年間約 3%の割合で.I:-.月した。 1980年代の平ばか

ら後平にかけて絶対的1t困は減少したが、依然として、稔人［］の約3分の 1が貧ll秘｝に分類され、 n困ライ

ン以―卜.にある人 [I割合は、都市部31%、農H部35% となっている (1990年 -)991年）。 ~H部では、貨困層
の割合は現在も拡大し粒けているが、未発逹な交逓網、インフラ総設の大輻な,j,足等により、 ・f・分な社会サ

｀ービスが行き届かない状況である。

バキスクンの女性の地位は、他の南アジア請mの女性に比ぺても帆いと見られるが、特にit困家庭の女性や

女性人口の70%を占める農村女性は、貧困と女性差別という二爪差別のために、劣悪な生活を余俄なくされ

ている。女性や少女には、十分な食糧、保健・医療サーピス、教行・訊l綽慌会が与えられないため、女性の

教育水準は男性にJtペて低く、慢性的な栄養失調などのため生命は危険にさらされている。また、女性の労

働に対する社会的偏見、女性の低い教育・技術レペル、女性の家庭内での加猷負担は、女性の屈用機会を阻

む要因となっている。

19%年、パキスタンは、国述1こよる女仕差別撤廃条約にようやく加盟したが、軍政下に関定された女性に対

する差別的な法伽は現在も施行されており、裁判での女性の証言は男性の証言の半分の備値と見なされる

ことなどをはじめ、女性は今なお基本的人権を剥奪されている。女性に対する家庭内暴力、セクシャル・ハ

ラスメント、女性の人身売買は、女性を男性の従属者として捉える伝扶のもとに、頻繁に起こっている。ま

た、私的及び公的レペルにおいて、女性の意思決定過程への参加は非常に限られている。以上のように、バ

キスタンでは女性差別が依然として残っているが、女性開発省やNGO等による男女の機会均等を推進するた

めの話動も徐々に実施されている。

＊差別的な法律の例として「HudoodOrdiruince 1979」がある。これは、シャ')ーア（イスラム法）の条例の一

つである。強姦、姦淫、売買春、窃盗、飲酒、財産権の侵害について定めているこの杖の下では、女性の証

言は認められず、唯一男性の成人イスラム教徒の証酋のみが証拠として採川される。これによって、女性が

強姦された場合、たとえ女性がそれを訴えても、 4人の男性の成人イスラム教徒の目繋者がいなければ、逆

1こ訴えた女性が婚姻外の性関係を行ったとして罪1こ問われる。また、この条例が適用されるのは成人である

が、男性の湯合は18オ以上、女子の湯合は初湘後であるため、 12、13オの女子が強姦された上に、刑務所に

入れられるということも起きている。その場合、強姦した男性は証拠,r,十分で罪を免れることが多い。

1 -2 文化・社会的背景

パキスタンでは、封建剖や家父長制、あるいは女性を社会的に隔維する［バルダ」という伝校的、社会的規

範の下、女性に対する差別が長い間行われてきた。ジェンダーに甚づく不平等は、今日においてもパキスタ

ンの社会・経済環境における大きな特徴となっている (lkew-Larhed.1997)。パキスクンでは「内と外」と

いう強い二分化の概念があり、女性はイスラム社会に伝税的なペールに被われて、家庭という I内側の空問j

に留まるように制限されており、女性の家庭外労働1よ、一般に否定的に見られている。そのため、女性がフ

ォーマルセクターでの労働に従事することは少なく、女性の生産活動は経済的貢献としてよりも、妻として

の義務の一部であると受けとめられている (WorldBank, 1996)。



訊：、現行のn、fltをイスラムの最も保守的な,;1釈に合わせようとする動きがあり、女Itに対する粒別が拡大

し、平怜な・,Hr.::としての女1生の)'J態に影響を与えている{!<]別探税t幻Jファイル、 19%)。また、女代を対

象とした沿勁を r1磯的な男女面係を変化させるもの」と見なす原理主義団体の考えは強固であり、彼らは

かなりの影愕））を持っている。そのため、同mの女れを対象とした取り租みを行うに当たっては、これらの

勁さに対しても！•分な直が必要である (World Dank, I鋭）．

J-3 WID/ジェンダー分野における政府の取り組み

♦ WID/ジェンダー政策

1973年憲itでは、男女の平等権、及び性に基づく差別の禁止が保証されている。現行の第 8次 5ヵ年計固

(1993-1998年）は、女性間発・社会福杜• 特殊教行省 (lbeFederal Ministry of Women Development, Social 

Welfare and Special F,ducation : MO潤'D)が背粘する女性のための新しいプログラムの予諄として21億4,600ガ

ルビ-・ を計I:している。そのうち16億1,800万ルピ・-は公共セクターの開発プログラムに、 5億2,800万）レビ

ーはMO¥VDが実抱するNGOの支援プログラム (Non-govemmental'sSupport Programme : SWAP) Iこ杞分され

ている。なお、 MOWDは、今＂まで約 1,000プロジェクトに対して予算を配分している。

・ナショナル・マシーナリー

紐 I 蝉開発・社会逗社• 特殊教育省 (TheFederal Ministry o『Women恥 elopment,Social Wellare and 
Spedal珈 cation;MOWD) 

限II牧 合計1S4名（その内専門駁30名）

予算 l合計I00,000,0001レビー (1996・1997年）

達成目楼 1)女性、特に農村綿の女性の生活の質の向上

2)女性、特に饒く女111こ特有の問題の解決

役ii I I)女性特有のニーズに合った政策・注律の形成

2)女性組織の登鉢・支技の実施

3)女性に特別な施設を提供するブロジェクトの支1皮

4)女仕の状況や問題についての詞査の実施・ 奨励

5)女11の問題を扱う困際的な横関の中での代表

6)政府機関による政策形成1こおいて女住の関心・ニーズが適切に反映されているか確認

7)教育・騒用における憤会均等、社会生活の中のあらゆる分野への女性の参加の促進

女性開発局 {Women'sDivision) は、パキスタン政府の女性局として1979年に設立された。国連婦人の10年

(1976-1985年）の際、女性の地位向上の必要性を認議した政府は、 1989年、女性開発局を省 (The Federal 

Minisuy of Women De,·elopmenl) に格上げした。 1996年末には、社会福祉• 特殊教育省 (Ministryof Social 

Welfare and Special Education) と合併し、女性開発・社会福祉• 特殊教育省 (TheFederal Minis町 ofWomen 

Development, Social Welfare and Special Education; MOWD) として再編成された。 MOWDが実施しているプロ

ジェクトには、女性を対象にしたコミュニティー・センターの設立、識字率向上センター、協同組合の紐織

化等がある。現行の第8次5ヵ年計画でうたわれている男女横会均等の推進による開発への女性の参加、役

割強化を推進していくためにも、 MOWDは監督機関として、今後、組絋能力を強化し、開発過程における

ジェンダーの視点の秩合を推進するための政策枠組みを提供していくことが必要である (Ikeda-Lam叫 1997)。
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♦他省 fj' によるWID/ ジェンダ・ー関辻；の主炭•取り租み事項
--・-- ー----・-- ----•• --
• 5 年間 1_:12,000人の地元密杓到家舷計L•l将及Hの行成と化閲

- --・--. ------ ---← ---
・H裕レペルのIH-l'+'-tとの向.tと、 l¥'.tと結設の沿mの改惰

人Itと施紋棋けの利用拡大をnu
• 一•一・-- - --. 

・行1:ftt、1部女・Tの初さ教育枕"f-!f'.の向.t

・女什教nの討Itと養成

・匹との協力によるノン・フォ--マル枚行の枯大

・女性に対する林尭• 水音策訓棟を通じた地球開発の推進
----
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2 :l痰セクタヽーにおけるWID/ジェンダー・イシュー

2 --l 教Yi

●概況

教H制度は、小学校 (5年制）、中学校 (3年制）、高等学校 (2年がJ)の10年糾となっている。現在、小

学校は義務教行ではないが、 1996年には牧務教行法案が議会を通過しており、今後、義務教育化が進められ

る予定である。このほかに中等徴業学校と専科大学、経．合大学、イスラムに関する教行を行うモスク・スク

ールがある。高芍学校卒業後に進学する窮科大学には、一般教育を行う 2年制と｀農業、エンジニアリング、

朕学などの専門教脊を行う 3年制のものがある。総合大学へは、専科大学卒業後に進学する（国別医療協力

ファイル、 1996)。

パキスタンでは、国家予詐において防衛Rの占める割合が31%と高い反面、教育費はわずか2%(1990-

1995年）と1氏く、 UN℃scoの勧告している 4%には達していない。そのため、教脊施設の不足が絨いており、

6歳児が全貝就学するには新たに100万入近くを受け入れる小学校施設が必要である。また、教背の質、教

師の待遇、カリキュラム、教科愕などの改善の必要性も指揃されている。政府は教育分野の童要性を認識し

ており、国民の教nに対して開発投Rを行う方針を定めている（国別医療協カファイル、 1996)。また、現

行の第8次5カ年計面 (1993-1998年）及び社会行動計酋j(Social Aclion Programm; SAP: 1993-1998年）の

中においても、教育1ま煎点分野の一つとなっている。

♦ 1'JJ ・ •l•. 高等教育

パキ人タンの教育整備は遅れており｀男女問、地域間での教育環境心哉字率の格姜も大きい。パキスタンの

初等教背稔就学率 (1990-1994年）は女子30%、男f-51%で、南アジア諸国平均（女子80%、男子!02%)

をはるか1こ下回っており（世界子供白習1991)、小学校に入学した女子の半数が中途退学する (Government

of Pakistan, 1995)。女子の初等教行における出席率は、低所得oo平均で1切6%であるのに対して、パキスタ

ンではわずか25%である (WorldBank, 1996)。中等教育の総就学率 (1990-1994年）は、女子13%、男子

28% (世界—子供白害 1991) であり、硲等教育の女子の就学率は、男子の 7 分の 1 と、更に低下する

(Government of Pakistan, 1995)。また、農村部での女子の純就学率は、初等・中等教脊共に、都市部をか

なりF回っている（表 l参照）。成人減字率は男性49%、女性2:¥%(1996年） (lkeda-L叫,ed, 1997)で、特

に農H部の女性の謁字率 (15%) は、都市部女代 (50%)の3分の 1以下である。また、部市、農村を問わ

ず、年齢層が高いほど識字年は低い（表2参照）。

このような教H機会の男女格差の主な要囚としては、 (i)娘に家事を手伝わせるため、多くの家庭は娘を

学校に通わせないこと、 (ii)経済的に余裕がない楊合、家庭は男子の教育を侵先させること、 (iii)近く

に女子校がない場合、両親は遠くの女子校まで娘を通わせようとしないこと＊等が挙げられる（国別医療協
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}Jファイル、 1996)。約Iiのれ栢なi財作では、男女の差躾く教脊を受けることが汲送しつつあるが、人[lの

大部分を占めるitlfltl!帝では、パルダやゲ婚といった文化的償，1'1 が強 11.l に残っており、女—T教nが妨げられ

る淡因となっている。

女1・教1,の重要1生は近年認誡されつつあり、 1993年に開始されたH会行動計i1}j(SAP; 1993-1998年）では、

女子の初等教脊就学半の向＿卜が日家の最頂要課題となった。社会行動計i!Jでは、 ©P.H地l,xの女—'{-IT)就学i+;

のJnJ.I:、R牧貝訓棟を受けた女性教ft/T)増貝、③NGOとの協力によるノン・フォ••マル教育の拡充、①女子

教ffの頂変ItをH会に広く理鮒させること等をfl指している (lk≪ll-1ふm..-d,1997)。

＊地方の場合、学校の数が少なく、特に女性教nのいる学校は少ない。さらに地方ではパルダの惧習が根強

いため、女性教Hのいる女子のためのクラスまたは学校がないため、親が娘を学校に通わせないことがある。

また、近くに女子校がない楊合、娘の安全を考えて、遠くの女子校まで娘を通わせられない場合も多い。

♦教H

女性教貝数は1981年から 1991年の間に 2倍に増加したが、女｛生教員の割合は初等教育で男仕教員の50%、中

等教育で男性教員の40%であり、店等教育では更に減少する (Governmentof Pakistan, 1995)。教nに関す

る問題は、農村邸での教貝の不足と質の低さである。教員となるための訓棟を受けた教貝は、男女を問わず

農村部での動務を好まないため、農村地埃では訓棟を受けていない教貝が全教員の4分の3を占めている

(Hafeez, 1997)。また、農村部では、理数科の女性教貝が大輻1こ不足している。

パキスタンでは、初等教行の第2-3学年以降、女子が男性教貝から授業を受けるには文化的ならIJ約がある。

そのため、女性教員がいない場合は、学年がJ:がるにつれ退学を余儀なくされる女子生徒が多く、特に農村

部では女子の退学率が高い。このように、女子の就学率は女性教貝の有無に大きく影響されるため、女子の

就学和呻）上のためには、女性教員に対する訓棟の充実と共に、農村地域での女性教H数の増員が急務であ

る (Go¥'emmentof Pakis血， 1995)。

♦識字教育

NGOによって、本やボスタ-→、カセット・テープ、ラジオ等を活用した成人女社を対象とした議字プログラ

ムが実施されている (Govemnientof Pakistan, I 995)。また、 1988年からは、ユネスコの支援による成人女

性と少女のための誠字教脊訓棟が実施されている。

♦臓業・技術i111 棟校

女性のための職業・技術訓棟校は、近年増加傾向にあり、電気技術・コンピュータ技術等の非伝秩的な分野

の調練校も増加している。しかしながら、政府による訓練プログラムの多くは、依然として低賃金で展用機

会の少ない裁縫や剌繍といった伝税的分野にとどまっており、女性のための経営能力訓棟の機会も限られて

いる。幾つかの小規模な民問団体やNGOIこよって、女性を対象とした企業家、マーケティング、経営能力訓

棟等が実施されているが、それらの機会は大都市に偏っているのが現状である。また、身体及び精神障害を

持つ女性や女子のための徴業・技術訓練の機会は、ほとんどない (Governmentof Pakistan, 1995)。加えて、

ほとんどの機関では、訓棟実施のための徴貝・機材・財源が不足している状況である (lkeda-u曲叫 1997)。
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出典： World Ban,, 1996 

表2 女Rの誠字率の年齢・地絨比(%) (1991-92年）

政 歳綾歳歳炊

71.9・30.0  28.4 17.0 20.4 I I.I 50.3 
I -—, -------

29.1 4.8 4.5 4.0 3.0 2.4 15.3 

44.1 12.2 12.0 7.7 8.2 4.6 26.J 
ょー

出典： Federal Bureau of Statistics, I 995 
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2 --2 似他l反根

●概況

パキスタンは、近はの南アジア諸同と比較して人r1増加杓凡匂い一方で、 5歳未滴児死じ半はインド・パン

グラデシュ・パキスクンの3lilの中で最も高く、多産多死の頼向にある。保健政策はti!ごとに実捻されてい

るが、同全体の絞制が取れておらず、大きな改曽は未だ見られない（国別l祖粗t幻)'Jァイル、 1996)。

医燎抱設数は、 1991年には1釘0年の 2倍以Lに増加したが、全国レペルでの笛要を浪たすものではなく、特

に病床分布の州ごとの片寄りが問題となっている。 1993年の登録医師数は［引民1,898人当たり 1名、祖科医

師数は国民50,292人当たり 1名、看護婦（士）数は国民5,961人当たり 1名であり、いずれの医療従事者も不

足している。また、医療従事者は大都市の大型医療施設に偏っているなど、第 1次保健医療施設でのスタッ

フ不足が深刻となっている。パキスタンでは、交通整怖が未発達な.l-.、女竹が外出し1こくい文化的背景があ

るために、女性の保梵医療サーピスヘのアクセスが特に困難となっている（国別医療協カファイル、 1996)。

♦飢子保健
乳児死亡中は、 95(対1:1l生1000) で、近隣諸国のインドの76、パングラデシュの85より高い。この背景には、

非衛生的な環境、栄養障害、低い予防接種率などがある。主な死因は、下痢症、急性叶吸器感染症、あるい

は麻疹などのf防接種1こより防ぐことができる感染症である。また、乳児の健康は母体の健康状況や出生環

境にも依存している。早婚、短い出怪開隔、多産1こよって1t血、栄養不良1こ陥る女性が多く、未熟児出産の

増加を招いている。また、産後、母乳咄介がままならず、乳児がl→分な免疫を得られずに死亡することも多

い（国別医税協カファイル、 1996)。

妊産婦死亡率は全国平均で340(対出生10万）である。パキスタンでは、若年1:ll産や短い間附で繰り返され

る頻回出産が多く、母体の疲労、貧血症、妊娠・出産に関する合併症の発生の根本原因となっている。また、

妊程婦の70%以上は産前検診や破傷風の予防接種を受けておらず、出産の約85%は自宅で行われるため、そ

のはとんどが訓練されていない（云絞的産婆による介助に頼っている。妊産婦死亡の主要原因の一つであった

産褥敗血症に関しては、 「安全な出産J政策が政府によって進められたため、現在ではかなり減少している。

しかし、妊娠中毒症、貧血、出血多昼などは改許があまり見られず、妊産婦死亡の主な原因となっている。

出産に関わる保健医療サービスがあまり利用されていない原因としては、女性が（云秩的に男性の医根従事者

を望まないこと、非衛生的な出産介助、医療施設の不俯が挙げられる（国別医療協カファイル、 1996)。

♦家族言t面
第8次 5カ年t国 (1993-1998年）に併せて、 「人口福祉it固 (1993-1998年）」が政府により計固されており、

終了時までに人口埓加率を現在の3.3%から2.7%に抑えることを H様に掲げている。また、社会行貌計再

(SAP; 1993-199&年）でも、家族計i団は誼点課題の一つであり、 ［多径多死Jから、 「少窪少死」社会へ転
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佼する努))がなされている o,rn,ff;;燎協カファイル、 19",6) 。

しかし、料昏、 1瀬、桔婚した女t'tへのn会の llは設しく、多くの男子を出発した女竹の地位は安泰1こなる

といった文化 ・ti会1r原があり、人[l抑利を H指した家族計画政策の推進1よl札難な状況にある([ヽ］別灰税協

))ファイル、 19%)。世銭によれば、 1993年のバキスクンの避妊粋及中は14%である (Wo1ldBank, 1996)。

また、パキスタンでは人:i:妊娠巾給は違法であるが、社会的地位の軋い貧困屈や教育水淳が低く店胎で大家

族の女性の間では、 •I漁を行うことも多い（日別保杖協カファイル、 1996) 。しかしながら、小絶は遠礼で

あるため、公式かつ正確な人T奸靱I•絶数の偵を知ることは困難である。

♦ エイズ
パキスタンでは1987年に初めてエイズ患者が確認され（国別医根協カファイル、 1996)、今Hでは830名の

エイズ患者が報店されている。 HIV悶性者数はかなり高いと見られ、今後は更に増加すると予測されている

(Gowmmeot of Pakistan, 1995)。

,....... - - ----
人口 1995年 mガ人） 140.5 1歳未満児の予防接種$ 1992•95年（％）

----- - -―▼ — 
人（］増加率 1980-95年（％） 3.3 結核 75 

16投未満人口割合 1995年（％） 70.8 ポリオ )7 

- , 

出生時の乎均余命 1995年（年） 63 3種混合 3S 

粗出廂~ 1995年（対Amooo人） 39 麻疹 S3 

粗死亡坪t 1995年（対人口1000人） 9妊産婦死亡'fl 1990年（対出生10万） 340 
- --

乳児死亡9年 1995年（対出生1000) 95 保健帰の付き沫う出産の比率 1990-96年（％） 19 

5歳末溝児死亡率 1995年（対出生1000) 137 合計特殊出生,t, 1995年（％） 5.9 

低出生体重児の割合 1990-94年（％） 25 避妊普及半 1990-96年（％） 12 
--―"--- --- .. ―.. -

中・祖度の低体重栄養;i;良児の割合 1990-96年（％） 38 政打支出中の保健予算比9令; 1990-95年（％）

表l 保停医療指標

，
 

出典：骰界子供白書1997

表 2 妊坂・出産関連指標 (%)(1990-9}年）

出産介助人
訓棟を受けた区療往事者 35 

伝杭的産婆 52 

出産場所
医療施註 13 

家庭 85 

破傷風予防接種
0回 23 

2い］以上 70 

産前検診受診
良村邸 83 

せず
都市祁 40 

冒

全国 70 
- . -

出典： ft]g!J医療ti'iカフ 7イル、 1996

表3 5歳未渦児死亡原因 (%)(1985-90年）

T痢症 26.6 

嘔吐 15.0 

肺炎 3.1 

せき 10.8 

熱 39.0 

けいれん 8.2 

麻疹 ll.l 

その他 30.1 

出典：国別医療協カファイル、 1996

注）桟数回苔のため合計が100%以上となっている

8
 ヽ



W.4 地政による保徒サヽーピス!h差 (Iの0-%年）

全[i] 棉,t; ~ 村

稔Arn:占める安仝な飲料水を入手できる人の比,fl(%) (1990-96) 74 82 69 

稔Alliこ占める通切な衛'E捻設を利用でさる人の/t'f!(%) (1990-96) -「--五―——五―-—五――--

稔人［］に占める保健サービスを受けられる人のJt'{1(%) (1990-95) 55 99 3S 

出典：世界子供白胄1997
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2--3 殷林水針，:業

＾
 1)土地に対する所,{f権は怯的には男女平等であるが、実貨的な符理権は男性に委ねられており、女

!11U: 地に閃する：fi志決定権を持っていない

2)全セクターにおける賃労働のうち農業賃金は最低水準にあるにもかかわらず、農村女仕は農業tJ.

外の版業の選択のほが男性より狭いため、良業貨労働での従事者比中は男性 (3%)より女性(7

％）の方が枯い

3)安全な宿i(l捻設の不俯、昇進の横会の欠如から、潤棟を受け雇用されても仕事を継控できない女

竹農業杵及flが多い

♦概況

腹栗はパキスタンにおける主要粍業であり、 1994年のGDPの25%(World Bank, 19%) を占めている。主要

r.1~ 物は、小安、綿花、米、サトウキビである。 1990年の産業別労拗人口の構成は、農林水宛業が52%と全

Itのキ数以上を占めているが、近年、農業部門における労働人口は減少傾向にある。また、 1992年9月の洪

水や、 2年連税の綿花の不根などの問題に直面している（国別医療協カファイル、 19%)。また、労働力入

nのうちれ朴水荏業に従事する人々の男女別割合は、男性45%、女性69%と、女性における比率が高い

(Federal Bureau of Statistics, 1995)。

♦ ::1・・地所 :fi 権

パキスタンでは汰的に男女は土地に対する同等な所有権を認められている・。しかし、現実には女性は土地

に対する情理権をほとんど持たず、通常は男性が上地の使Illや売買、移譲に関する決定権を行使している。

パンジャ・・・プ州の戻村に居住する 1,000世術を対象として1995年に行われた詞査によれば、わずか36名の女

｛わが1こ地の所付権を持ち、そのうち 9人のみが管理権を有していた (Haf心,,1997)。

•パキスクン憲法 (1973) においては、第25条で I全ての市民は法の下に平等である」、 「性けljに基づく差

別は行われないJと男女平等が誤われている。しかし、これと並んでシャーリア（イスラム法）があり、世

俗法に侵先することがある。イスラム法による財産の相税について、両親の死後、娘は息子の半分を、夫の

死後、子供がある場合、妻は八分の一を相秩できるとされている。その他、習慣法が侵先されることも多く、

北西辺境-illに多く住むパフトゥ--ン（バターン人）の湯合、息子がいない場合、財産は兄弟のものとなり、

妻や娘にいかないこともある。

♦農業

R村女性の日とんどは無給家族従業者として農業に従事しており、貨労動への参加率は非常に限られている。

全セククーのtt労働のうち、農業分野における賃金は最低水準であるが、農業貨労働に従事する人の割合は

女11では 7%と｀男性の 3%に比べて高くなっている。その理山としては、農村女性が農業以外の戦種を選

択することは男1生に比べて困難であることが考えられる (Govemmenlof Pakislan, 1995)。

女代の牛節労拗者の多くは、 l¾l部の総花農業に従lji している。男性は、綿花生産だけでは生各tを立てるには

不 l・分という評由から、非農架部門での屈ill椀会を求め、北部へ移住を余俵なくされることが多い。そのた

め、結果的に伐業における女性労働者のWflが増加している。近年、男性の湾岸諸国への出稼ぎが増加した

10 
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ため、 11業部門における女竹の労町］参加•1;は更に翡まっている。また、 ~JV渠の近代化の社れも、女竹労

勤力を必要とする一・因となっている (Governmentof Pakistan, 1995)。

♦ 戻兄柑•及 H

行政による女It農梨柑・及uに対する科11練は、祁iii祁や都iii近郊の町の家禽/nジェクトを対象に行われてい

るだけであり、農村部では女11農来It及Hの数は柁対的に不足している。農1Hもの女代が許及サ・.I! スや情

報を得られないl1!11hとしては、①女代がリ）什粋及Hと一緒に働くことに対する文化的規制、②女lilよ'Ii源や

上地に対する竹理権を持たないこと、③ほとんどの尺業粋及-;tnグラムでは、男代が主に携わる農作業にJ.h

点を絞っており、女代が:i:Iこ携わるれ作業についての杵及は行われていないこと等である。

姐l開発・社会福社• 特殊教1t省 (MOWD) において、これまで38名の女性フィールド・アシスタントが、

家庭染団、呆樹・野菜栽培、食品i吊存法、ジャムなどの製怯などの技能讃練を受け、パンジャプ地方の農村

開梵センターの38プnジェクトで屈月lされた。しかし、 1989年の世銀の調介によれば、扉fllされたこれらの

女性のうち、わずか2名のみが業務を行い、その他の女性は自宅からセンタ・-が遠いことを理111に実頂的に

は業務に従市しなかった。女付達が仕事を継校できない理山としては、安全な布泊設偉や交迎網の;;;備、政

府の役人や地方のリーダーたちの女性に対する非好意的な態度、昇進などの懐会の欠如などが挙げられる

(Hafeez, 1997)。

●小規桟融衣へのアクセス

パキスクンでは伝秩的に女竹は男11と比べて、殿打を受けることが困難であった。その主な理f~li 、 (j)銀行

が小規校融賀を望まないこと、②女性は担保を持たないこと、③女性に接触して融：Rを促すことのできる女

性殿員が存在しないこと、④女性の多くは非践字者であるため、融貢の杏類手続きができないこと、⑤財政

は男性が管理してきたこと等である (Hafeez,1997)。

近年、公的機関及びNGO等により、女性に対する致貢プログラムが実抱されるようになってきた。 1989年に、

第女性銀行 (TheFirst Women Bank)が初の女性のための融貢機関として、パキスタン政内によって設立

された。女性に対する融資の推進は、中小企来の起業や収入の向J-_Iこ桔びついており、女性の経済的社会的

状況の改告に貢献している。また、同銀行は、非践字女性に対して、中小企業脊f営のための訓練も行ってい

る。更に、都市部から離れた地域において、第一女性銀行は地政のNGOと提携した融夜プログラムを実施し

ている。また、農H地域では、地域開発金融会社 (RegionalDe.・elopmenl Finance Corporation) やパキスタン

農業開発銀行 (AgriculturalDevelopment Bank of Pakistan) などの公共金磁機関による、低所得の女性のため

の小規校融資プログラムも開始されている。＂ーン也］収率は 95%以上で、女社に対する燥沢の確実性が裏付

けられている (Ikeda-Lamed,1997)。

●林業

ぽ科が入手できていない）

♦水産業

パキスタンでは、多くの女性が漁網作りや、魚の竹や皮からの装飾品作り等1こ携わっている。 1994年のFAO

ll 



の為介によれば、 1990年の浄菜に携わった女付数は26万人であった。しかし、パキスタンでは水在焚殖甘及

プtlグラムはIiとんど尖捻され＂ておらず、たとえ ・Jnグラムが実捻されたとしてし女性は対象外となること

が多いため、女性は漁光に関する適切な技術や設伯をHっていない。今後、女什に対して、水発投殖分野な

どの技術lf(lりの槌会を提供する事が求められている (ltaf心,.1997)。
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2 -4 経済泊動

------ヽー- → ~ ー→ --—------ ——~ ー・・ --—- - ----- --・ ----------------- -------一~—-----← -- --

I)女仕の被扇Ill人rPt,が高い分野は、農榮 (69%)、製造業 (14%)、H会サ←・ビス発 (12%)で

ある

2)女性のフォーマル・セクターでの扉用は 5%と低く、女性の屈用労働者の多くは、インツォーマ

ル・セクターにおける泣時羅)1]や、低貨金、非熟棟労効に従事している

3)女性の扉Ill楼会を阻む要因は、女性労働に対する社会の差別、低い教育水準、戦業訊棟機会が乏

しいことに起因する低い技術レペル、女性の家庭内での加璽労働負担等である

♦概況
パキスタンの1990年の産築別就栗人u割合は、 R林水窟業52%、：[業19%、サ--ピス屎30%と、農業郎門の

就栗人口が過半数を占めている。しかし、 1960年から 1990年までの就業人［］の構迄変化では、農梨が9%の

減少、エ党が 1%の上昇、サーピス栗が 9%の上昇となっており、近年のバキスタンでの)jlffl吸収部門1よ、

農策からサーピス業へと移行している（人間開発報告書1996)。

1994年のパキスタンの就業者数は約3,298万入（都市邸926ガ人、農村邸2,372万人）であり、失業ヰ；は全mで

約5.7%(都市部6.5%、農村部5.5%) となっている（表 l、 2参照）。扇用創出は政府の成点分野の一つで

あり、社会開発のための社会行動m討 (s紐； 1993-1998年）では、 100万人の屈Ill創出プログラムが~t面さ

れている（但し、具体的なプログラムについては;i;a)l) (国別医療協カファイル、 1996)。

♦労勤参加
バキスタンの就業人口に占める女性の割合は23%(1990年）で、途J:国平均の39%と比較してもかなり低い

（人間開発報告昏1996)。しかし、農業に従項する女性のはとんどは無給の家族従表者と見なされ、都市の

女竹労働者の多くはインフォーマル・セクターに従事しているために、これらに関する政府統計は実際の女

性の労慟力参加を正確1こ把握していると 1ぷ3えない (Ikeda-Lamed,1997)。

バキスクンでは、保守的な文化的伝校的規範のため、女性の家庭外労働は一穀に否定的に見られており、フ

ォーマルセクターでの労勤に従事する女性は少ない。多くの男女は、家族を梵うために勁くのは,111の役割

であるとはじているため、女性が働くことは男性1こ家族を養う能力が無いためと見なされる傾向がある。ま

た、女性の労働力参加人口は、農村部に比較して祁市部で低くなっているが（表 l参照）、女性に対する職

業訓線の機会が乏しいため、都市での女性の労慟機会が限られていることが、その理由とされている

(lkeda-Larl1ed, 1997)。

♦扇 Jll 労働人口
女性の被雇用人口率の高い分野は、農業、製造業、社会サーピス業である（表3参照）。 1984年から1992年

の間に、都市邸女性の労悦力人口のうち、専門殿（多くは教員や医療従事者）に従事する女性の割合は、約

16%から20%1こまで増加した。工業の急激な発展により、工業分野における女性の彼屈り1者数も増加してい

る (Governmentof Pakistan, 1995)。しかし、女性に職業選択の自由がないこと、女性労働に対する差別、

女性の低い教育・技術レペル、女性の家庭内での加厭労働負担等により、ほとんどの女i生が低貨金の非熟棟

労働に従事している。因みに男性の平均収入20501レピーに対して、女性の平均収入は9001レピーである

(Hafee,_, 1997)。女性の労動力人口のうち、公共・民間部門のフォーマル・セクタ←→で届Illされている女

竹の割合は、わずか5% (!keda-LarheJ, 1997)である一方、女性の失党玲；は全国f均で男性の3倍以上であ
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る u召2参照）。

パキスクンではmりライン以1-・I>)生活をしている人「］の割合が30%以 1-.を占めているが, ~lifr得家庭の男 t't

の多くは B.filいでイ凍Jll]な労001こtむJiしているために、女性の収入が家庭の'!--litに大さな役割を果たしてい

る。女竹が1分なit金を得られるよう、フォ・ーマル・セクターでの駁用横会を創出することが必要である

(lk,>tfa-l呻 ed.1997)。

♦ インフォーマル・セクタ..

約 Iiで経済沿豹に従頃する女忙の4分の 3以.r.が、インフォーマル・セクターで生計を立てている。そのう

ちの 5分の4が、紐給労働もしくは自営のt請け労働者として家庭内で働いている。女性の多くが家庭内労

!l:iJIこ従事する最大の理巾としては、前述のような文化的な背景が挙げられる (Govern叩 ntofPaki,tan, 1995)。

現行の労伯法では、インフォーマル・セクタ..で働く女性に対する保譲規定が定められていないため、それ

らの女i生の多くは不規則的な仕事に従事させられたり、屈用者や仲介業者による搾取を受けている。そのた

め、第 8次5カ年計固では、女性に対する差別的扱いを除去し、女性が安全な環境で働けるように、現化の

う殖識を再検討すること、及び女性の権和）や女性労働保護に閃する佑報を提供するために、女性労働者や扉

Ill者に対する労佑教脊を推進していくことが計固されている。

表1 労慟力人口 (10歳以.U (1991-92年）

女tt(人） 男性（人） 合計（人）

＇ 957,000 6,302,000 9,259,000 

4,207,000 19,512,000 23,719,000 

5,164,000 27,814.000 32,978,000 
-- . 

，
 

出典： F叫era!Bureau of Statistics, 1995 

女け

表2 失業率 (IO歳以上） (1991-92年）

：悶 i 仝t本 1 紐 I 都男悶~~ 女性 1 農~~I 仝体

4.Z 

出典： Federal Bureau of Statistics, 1995 

19.2 5.1 6.5 13.5 3.8 

全国（％） 郡市部（％） 農村総（％）

女性 男性 女性 男性 女性 男性

農林水産業 68.8 44.8 14.7 6.2 79.4 60.8 

製造栗 14.3 11.9 32.4 22.7 10.8 7.4 

小売業・
3.5 14.7 6.7 27.2 2.2 9.4 

レストラン・ホテル業

転送・通信栗 0.3 6.4 1.3 10.1 0.2 4.8 
-- -- -
社会サーピス業 11.9 12.7 43.2 22.0 5.6 8.8 

-- --

表 3 主要産業別の披展1!1人[]割合 (IO歳以上） (1991-92年）

出典： Federal Bureau of Statistics, 1995 
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fl営

俵給家桟
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表4 就業形態~I]労約力人n割合 (to妓以.U (1991-92年）

11\9~: Federal Bureau of Statistics, 1995 
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3 WID/ジェンダ・ー関連援助実績
_——-----—---- ------―・ —ー I ------ ------ -, ―、一----- -~- ~ ・・ - ' 

:Inジェクト／ブnグラム n問
予算

ジェンダーに関する事項援助機関
(US$) 

針育

農'1地域における萎礎穀育プロジェク Commission of European 
卜 Community 

9月等穀育ブnジェクト Aga Khan foundation 

地域tl合を中心とした較育 The Canadian High 

Commission/ The 

Canada Fund 

穀育 スウェーテン政n
教育 ドイツ政府

較R International Union for 

Consternation of Nature 

and National Resou『ces

敦育 ノルウェー政111

敦育 ODA(U,K.) 

成人教育、ノンフォーマル敦育、較員 Oxford Committee for 
馴隷 Famine Relief/ British 

Charity Organization 

初寄敦育 オランダ政府

女子初等教育 Save the Children Fund 
UK 

敦育 South Asia Partnership 

IJl等敦育 Trust for Voluntary 
Organization 

女子教育 UNICfF 

能力開発を目指した男女乎等に基づく UNESCO 
基礎教育、ノンフォーマル教育

教育 United Nations 

P叩 ulationFund 

教育 Voluntary Service 

Organization 

基邊教育 世銀

女子のための基甦較育．中等教育、女 JICA 
性敦員のための劃絨

技術敦育 ILO 

農H女けのためのノン・フォーマル教 AOB 懺字敦育・技術割錬・小規模
育

融資のパッケージ・ブログラ

ム

保霞・医襲

農村地域における飲料水供給、保雙衛 世銀/JDA 1992年～
生ブロジェクト (8年間）

基礎保健、人口、飲料水供給公衆衛 世銀 社会行動計画
生 (SAP : Social Action 

Programme) 

農村地域における飲H水供給及び公乗 lJNICU/UNDP 1!193 
衛生促進バイロットブロジェクト （終了）

農H地域にお11る飲料水供給及び公衆 UNICEF 1993 
衛生バイロットプロジェクト （終了）

16 
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,_. -·----一—------一ー一 -• ー~------ ----- - ―-―----← . - - - -- . 一， ー--~-~-―. -—ふ-- ------ ---·-—--—-----
ブnジェクト／ブnグラム 援肋機関 闊問

予算
ジェンダーに関する事項

(US$) 

---
→ -・ ← • ―-・-・.. -—~ -----

地域社会を中心とした農11地域におけ UNICEF 4年閏
る飲H水供給、公衆衛生、負i生教育ゾ

nジェクト

バロチスタン地方における地域社会を UNICEF/オランダ致1f1 1993年～
中心とした飲H水供給、公衆衛生．保 (3年閏）
健ブロジェクト

バンジャプ地方の農村地域における飲 UNICH/オランダ政府

料水供給｀公素衛生、保健ブロジェク
卜

飲H水供給及び下水施設の遅穀 (6地区 UNICEF/オランダ政府
• 300村）

シンド地方の小村における飲料水供給

、公衆衛生、衛生教青プロジェクト

UNICEF/オランダ政府 女性の収入創出ブnグラム

バロチスタン地方の町における飲料水 UNICEF/オランダ政府
供給、公乗衛生ブロジェクト

北部における農村地域の飲料水供給． UNICEF/オランダ政府
公衆衛生、保健プロジェクト

砂漠地帯における飲料水供給誇設の提 UNICH/オランダ政府
供

人[] オランダ政府 社会行動計画

(SAP : Social Action 

Programme) 

人権｀保健、環境ブロジェクトにおけ The Canad,an H,gh 
るWIDの視点の強化 Commission. The WID 

Support Found 
ー・・ ・

公衆衛生・衛生的な飲料水による予防 Catholic Relief Services 
活動

農村地域における家族計画、保健プロ Commission of European 
ジェクト Community 

保健・人口教育 デンマーク政府

プライマリー・ヘルス・ケ7 ' Aga Khan Foundation 

人口、飲料＊．公素衛生 Asian Development Bank 

保愴、人口、公衆衛生 Australian High 

Commission 

保健、人口、公衆衛生 Australian International 

Development Assistance 
Bureau 

地域社会を中心とした保健 The Canad,an High 

Commission/ The 

Canada Fund 

公衆衛生 The German Agency for 

Technical Cooperation 

保鑓 ドイツ政府

保鱈、人口 OOA(U.K.) 社会行動計画

(SAP : Social Action 
Programme) 

飲料＊．公衆衛生 Oxford Committee to, 
Famine Relief/ British 

Charity Organization 

エイズ対策 Save the Children Fund 

UK 

保健、公衆衛生 South Asia Partnership 

地域保健、家族計画 Trust for Voluntary 

Organization 

17 



. ー-------------• --- ---,-----一----~~-----.----~-, --.---------- ----
ゾ11ジェクト／ブ11グラム 揖貼機関 ＂問

予算

(US$) 
ジェンダ—-rこ関する事項

保餞栄養、欣fl*,公朱衛生

人n、保観、

保U、人q_公衆衛'l:

保慎．公案衛生

--, —~—-----
UNICEF 

I 

United Nations 

Population Fu叫

Voluntary Service 

Organization 

WHO 

保餞、人口、飲11水及び公衆衛生プロ fAOB
グラム

人口

母子保健

ェイズ教育

人口、リプnダクティプ・ヘルス

オーストラリア政府

JICA 

UNESCO 

UNFPA 

社会行駐＂蒼

(SAP , Social Action 

Programme) 

農林水猛戴

農業賛及活動

農業

Catholic Relief Services 

Australian H,gh 

Commission 

農菜 Australian International 

Development Assistance 
Bureau 

農策収入創出、農H関発、女性と開発 IFoooand Agriculture 

Organization 

畜庭、農村関発 hhe German Agency for 

Technical Cooperation 

農菓、林策 lドイツ政府

＇ 

,l:li ,◊DA (U.K.) 

暉的開発のための土地利用 Swiss Development 

Cooperation 

農業 !united Nations 

Development Fund for 
Women 

;lilt I voluntary Service 

Organization 

女性晨棗贄及員サービス オランダ政ffl

::::: I;;::.:: ごご:
農村田発 hrust for Voluntary 

Organization 

庄動 IAustr西igh

Commission 

労働 IAustral,an International 

Development Assistance 
l!<Jreau 

労働、人的資源開発、労働とマンバワ !FriedRich EBERT 
ーに関する政策分析~ 社会経済問題に STIFTUNG 
関する顧査、インフォーマル・セクタ

ー等

繊籾I練 I The German Agency for 

Technical Cooperation 

18 
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-・.  ,_  . ー・----- . 一—→•一ー・—ニ―..—-·---—--

プnジェクト／ブnグラム 援助機関 闊閲
予算

ジェンダーに関9る事頃
{US$) 

労働 に盃―・迄idelStif Tung 
-• ------―. • -—·-

臓菓訓綽，労働環頃、人的資渥閏発， ILO 

労働管理、労働者敦育｀組繊管霞、女

nの殖Ill、児童労働、小規槙企菓支援

女性労働者のための法的支援 ILO 

収入創出 ドイツ政府

,Jヽ規澳じ菓 Inter Cooperation 

Switzerand 

,Jヽ規横企業を含む市場経済 Konrad Adenauer STIF 

TUNG 

技術訓練 ODA(U.K.) 

貯蓄．融資 Oxford Commiltee for 

Famine Relief/ British 

Charity Organization 

所得魯l出 オランダ政内

技術訓練 Save the Child•en Fund 
UK 

小規模企業振興 Swiss Development 

Coo匹 ration

小規模企業振興．産菓融資 世餓

技術訓員雇用劃出 Trust for Voluntary 
Organization 

雇用．融資．企策開発 United Nations 

Development Fund for 

Women 

所得劃出、小規頃融資 United Nations 

Development 

中小企菓支援．職菓訓樟 スイス政府

そ-の--他

人権、環境、女性と開発、組繊閉発｀ デンマーク政円

監視活動

貧困軽減ブロジェクト l Action AID UK 

女性と開発．組織閉発、環境 Aga Khan Foundation 

環境、女性と悶発、 NGOの組織開発 Asian Development Bank 

女性と閑発、人権．環墳、資源関発． Australian High 
組織関発、信用貸付 Commission 

女性と開発、人権、環境｀資源閑発、 Australian International 
組織開発、信用貸付 Development Assistance 

Bureau 

インフラストラクテャー、環境、収入 The Canadian High 

創出、人権、 7ドボカシー Commission/ The 

Canada Fund 

環境、女性と関発、ジェンダー｀イン スウェーテン政府

フラストラクチャー

環境 The German Agency for 

Technical Cooperation 

人的資源関発、参加型組織開発 Hanns Seidel Stif Tung 

人権．開発と女性、環墳 ドイツ政府

19 



---------ー—- ----r-·• ―--、----------~-- ----.--——----~---------- -----• ----― 
ブnジェクト/:./11グラム 援助機関 期閉

予算
(US$) 

ジェンダーに関する事項

I.¥"'的ぶり発、杞市開発、人権 Inter Cooperation 
Switzerand 

1!!罐開発｀叫、ブnジェクト閑発 llnternational Union for 

Consernation of Nature 
and National Resources 

民主的政冶のための市民教育、 1!!罐関IKoor ad Adenauer ST I「
発、村落の女性や冑年に対する支援、 TUNG 
H沼の資源貸理

人権、的発と女性、ジェンダー、環境 Iノルウェー政府

• Ill譴開発

地辺開発

人権、人的資源開発、組織開発

筍市閑発、人権

貧困軽減、持絞的閏発とlli墳、ジェン

ダーブログラム

難民救援

葦物使用宅の削減

地 閏 発

開発と女性、環頃、人的資源閑発

環墳、開発と女性、

自然環頃保護

女性に対する暴力予防

ODA(U.K.) 

冒官とメディアのためのジェンダー動I(ODA(U.K.) 
練、女性と法律

環IJI.開発と女性、緊急援助 I Oxford Committee fo, 

Famine Relief/ British 

Charity Organization 

インフラストラクチャー、組織強化 iオラン刃紐

勢発と女性、女性1且織の支援、女性に lオランダ政府
対する技術支援等

環頃、女性の地位向上．ジェンダー、 Save the Children Fund 

地填開発、人的資源m発 luK 

S⑳ th Asia Partnership 

Swiss Development 

Cooperation 

開発と女性．ジェンダー｀人的資源開 Trust for Voluntary 

発、貧困軽減環1J1、農け琵発 I Organization 

環1J1、閏発と女性、マクロ仕策．統tt Un,tedNations 

Development Fund for 
Women 

United Nations 

Devel叩 ment

UNHCR 

桔に困欝な状況にある子供のための支 IUNICEf

援、勧市における基本的サーピス、琵

発と女性

女性の人権保護、ジェンダー・トレイ ¥UNICEf
ニング

United Nations 

International Drug 

Control Programme 

UNESCO 

United Nations 

Population fund 

Voluntary Service 

Organization 

環境、閑発と女性、ジェンダー，人的 lwHO
資源開発、組織閑発

World Wide Fund fo.-

Nature 

オーストラリア政府

9
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ジェンダ--・トレイニング，女H開発 IC•DA
甚金によるNGOs支援

ジェンダー・トレイニング
L-

JICA 

21 



4 情報入手可能紐織／人材リスト
_, —-—-.. —ー. -- -----・-r------—』—-----------—•——. -'~. . 一—ー, • 

名称／氏名（冑l"I) 実鑽 帽告● 連鯰先

（プnジェクト内ff/ ／薯作等

閉閲、社会ジェンダ--

分析の目験笥）

は府機関 Mmiらtf}of Women's 0-叫 (f>ni'<:.r,t. -Soc・-hl 
女性の地位I教青I駐漬活 入手•1 餐： Su1.: Uk I ri~uraJI('~BuilJing, Ishm.1h.ld 

Wdf叩叫Sp,.x・iJI図ぶa恥 ft,
動／鼻11女11/保鱈／マス・ Tel.920-189-1, 

Goヽwnm~nt o-f PJJ:i'i.t'L') 
メディアI福祉I統計I許儀 FAX・9203132 

F.:d:rll Bur~au of S1..1ti¥じ心
入手司能 Su1lifo Jnsurani;c Bui!Jirig, hl両 3凶

St: ヽUさ ll~'S Oi¥-'ISi⑲.  

Go¥wnm.:nl c,(Pal<.i'>L1,. 

MS Diふion,
入手司能 Sh:t恥~d•i-、りlbt Secret.vi:i.t. BJ心 Ari.'a,

Gti,・cn四 >'l'¥lofPふi、t.m
因⑱:th叫

Manrowo Diヽ・isk>t1,
入手可院

Gm·~ 「r,mcntorp吐iw.n

Pim11iag Di~hioo. 
入手可能

Gow呻 S:Nc,f P必isいn

Academy of因 ,.X:,lぷ ,iulPllnrilni釦 J
入手可能 ふ ・aCho,>.G-fYI.P.0Bo,-15絋

M匹 g.:・mぐ瓜 "'"""t叫Minislf)・C'[ f ,jぶ ati0n

研究糧霞 C,:n1af改ヽ＼＇心 n,;:n・sS1udi<:s Qu.1i,J-f-A1年 1
入手可能 因 m.u.Drfm=Bぶ

Ur.i,・<!rsity, lsllmahad Tel (92-51)816902 

ぐentt.rf<f E'{cellaeee for ¥¥'{)men's StuJi..-s, 入手司覧 Dirぶ tor:Dr. Arif a FariJ 
k江訳hiUr.iw『sity Tel (92-21)<963い,,47900l(eス124-11)

C'tn1.:r of E"ctlleoc~for Women·~SrnJies, 入手可能
Punjab University 

Ccnternr El..:dkl¥¥."X! fDl'Worn輝 's.St叫i.:s, 入手可能 Tel (92-91渇40929
P.:sha~ar 

MSCW畑 enSt凶ies(Ptojw) All皿 3 入手可能
l-1rol 0("t'n Unh·c~ily, htamahJJ 

A~ricu恥叫 Uniwrsiry, Pぃh3;1,at 入手可能

l11tern.'.IH0rtal I、知面Cl!niヽ，eヽ,ity,
入手可能

hl.¥m北叫

NWS 
入手可能

NGO AGHS Legal Aid Ceil 131-El.Gul次rgHI. L1ho「e

A.II Paki~1.1n WC'f. 訳 o・sA~ 双 i.-i恥n Gartlcn RoJd, K叩 .;-hi

ASR-Appli,;:d Socio-Economic Rcscar~·r. ¥¥.'hit.: H山os.tt皿cs.Sun.kr Da.~R心．
Labo,, 

A~(ゞ i.Jtion c,r Bu~iocゞ Profeふ、K'nat anl1 41-:za.goon RroJ. Q叫 U
Ago,; ヽlt1,1reWom(n 

Aural Foond.ltioo 
入手可錠

A四,Publicati⑳四Information Gulbcrg.. Lahore 
Smic<s 

lkhbood Amxial.i心ヽn T卯 Ro叫．知walpl叫9

Ch:.mt:,,;、Ii
C/0811血紐aRoo心 ion.Rawalpindi 

F皿 ily Pl.lJl n in g A,;.. ~ocfatic,n or P .11. is皿 Lふlx<e

f叫~Uli(ヽ flof Business and Plofr-.~i0iヽ Jl k出ぷhi
a叫 A2,rk11hurcW⑲ en 

Girls Gui,ks Assocb,fon Lll>ore 

HdN AsS<.Xia恥nof Pふisun Quctta 

~GO Cc双di~ting Council K ぷ .. 

Pali~tan Aicforce Wvn:en's As双 iJtic.n Air He叫quarters.Pt-sh;;;w.:u 

Pふis皿 恥.... ぐll°Jf'ffl<!nt0『glfli7alltYI 入手可艦

屯

，
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-・ ヽ←→—-------一―――-- - -—----· —-- --·-——- -- • ―----ヽ—-- ---— 
名1/J/氏名（専門） 実績 輯柑書 洟絡先

（ブr』ジェクト内行／ ／着作等

閉問.ti会ジェンダー

PJ!t~l.1!1 Fl!&叫h•n or B1Jsiness a'吋 - • 
L← 分-析の-経-験等） ← - ー.'-- ----・・---

Ka: ぷhi
f>t,,f~S.Sk•Ml Woo,tがsC'lub 

P,1kiヽIJ.flf¥'dr:r:11ion or Uni\·er,;il)'W◊mCi'l P\·~、l""ar

P,lli.<.L~n Houi;c-ヽ h'l.!SA知 xbtion ?<Shaw.u 

P:ilhllr, RcJ Cresc~nt Sockり
K、"'""

応]I.is血ヽ 'c-luotll)'H湿 L'1ar,,j Nu llit灼n KMacbi 
Aヽsocb1ioo

P;lkisいnW()m,:n's Jn,titut<! Kinr.J:irJ Colkg.:, L: 如心

RAASTA 入手可能

SM心 tCah 入手可能 1・83th hlぶ~.K匹,hi

Simergh-Women・s Resource ar.d bヽinM詠 ..:t,Gult>crg, lふor~
釦bli<:atif.nC'er.l<!r 

Tb~Paki,;un Mtmon Womtn Educiitioo G A!l,m.1 Rood, K叩曲
Sockty 

Yoong W0men・s ChrislilJ¥ Assocfati,lll KM~<bi 
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5 関連文献リスト戸---------~--------]_三―---;蜘. - -

叩--- - - - - -
C'oosu,;ocヽtoFem>k U1e,,cy, A Key駆 eA、"""'"'心叩dat ¥sぷ心 lfafee,"-Tt9函T和xhloniヽm:r,

SA ARC Scmloa, c, C't,,lkogゞ,ro,oaoie.l訳『ぷyf,'< the Gui, of 
T,-.J_,y the Wc,oeo of T,,o沼 WW

一ー
A Rniew of the Sc心 lfぉtヽ、,sEffcc~og lhe Aml"-'M•lY of('o-
叫ぷ3恥 olothe Pdm町 y,,,,1'194 

ー 、-

o, 叫 'BぶisP,ll,uoi Tc,1 Books p., 叫1,m,,P,odicぐs匹

p,, ヽ、ドヽ,;ヽ"

J
 

M A. Kru-≪m lqlx,I I I四 IMSJR<岱:,,・hloヽ,;,,.,
,ndSbujuしH.な di

RoqufaJafri I I四

珈 "dN面,,ns(l姻 JC"hllkoges叫 OPf'"'""iucs:Basic図 "'"ioo IUnitedlはioos
forAllinPふi心 nR平,,or a UN lo1<r-a2eocy~Hヽ釦n

Ms  1,m1w 

Th< Impふ'IOIVヽ!lag<Educa<fon and S<hool Monagcmcnl Committees i•IShu)aat H 7Ald, 

如 Coaaり・rorPr,.,,ouon and E,ponsioo ol Prim叩 Edu<a心o,Th<
Facs,csio山cirS訳 mso[Fa,lu,e

'"''」"""'p叩""10 Seoo Theo Prim巧 Ag<Chil如心 toS心OOL
l面 ooghPr血 aodEkctric Media C狙 f直'"'

Sh,j.ul H z,;J; 

19% IMSJR匹ふhlnscitute 

19% IMS!Rese叩 ;bInヽ"'"''

A Anol)sisol &h心 Ileヽe1£n,<>llm訊珈匹ぃ四Ou加 L<in
Pふ；並nSurrly皿 ⑯m~,d s;&, Coos! ふ"恥ns
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